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＜審査結果の要旨＞  
１．主論文について 

 本研究は、回復期リハビリテーション病棟で整形外科疾患にて入院している患者を対象として、入

院時の身体的特徴(サルコぺニアの有無)による日常生活活動(ADL)と身体活動量の変化について検討

し、それを基に運動療法介入による影響を検討している。研究方法は、国際医療福祉大学研究倫理委

員会の承認（承認番号 17-Ig-085）を得て実施しており、開示すべき COI も存在していなかった。  

研究 1 は、整形外科疾患で入院中の患者 69 名（男性 24 名、女性 45 名、平均年齢 82.1±7.9 歳）

を対象に、FIM 運動項目(mFIM)の変化とライフコーダ GSにて測定した身体活動量の変化を、入院時、

入院 14 日目、入院 28日目で比較検討したところ、mFIM に比べて身体活動量が遅れて回復することが

明らかとなった。特にサルコぺニア(下腿最大周径：男性 30cm 未満,女性 29cm 未満)を有する患者で

は、mFIM と身体活動量の改善がサルコぺニアを有さない群に比べてゆるやかな傾向が認められた。 

研究 2 では、対象者 75 名（男性 27 名、女性 48 名）のうち 6 名(男性 3 名、女性 3 名)に、通常の

リハビリテーション介入に加えて、アメリカスポーツ医学会の指標(OMNI-RES)に基づくハーフスクワ

ット(介入)を 28 日間行わせて、身体活動量の変動を検討したところ、14 日目で介入を行わなかった

群の変化量と比較して有意に上昇していた。 

以上の結果から、サルコぺニアを生じやすい高齢整形外科疾患の回復期では、積極的に個人に適合

した量での運動介入療法が、身体活動量を上昇させ、ADL 向上に役立つと、結論している。 

 本研究の新奇性は、回復期入院患者で経時的に mFIM と身体活動量を計測し、サルコぺニアを有し

ても運動介入を積極的に行うことで、ADL の改善が期待できる可能性を明らかにした点で、今後の線

形外科疾患への入院リハビリテーションの手法や在宅高齢者のADL向上への指針を示すことに貢献す

る研究として評価できる。 

２．審査経過について 

 審査に先立ち副論文の審査を行い必要要件を満たしていることを確認した。審査会は 1 回(2019 年

11 月 26 日)実施し、用語の定義、測定プロトコルの明確化、論文題目と研究内容との整合性、結果と

考察および研究限界の整合性について質疑応答を行い、問題ないことを確認した。ただし、論文に修

正が必要であったため、後日数度の論文修正の提出を求め、最終的に適切に修正したことを確認した。 

３．口頭試問の結果 

 口頭試問においては、適切に研究内容について回答し、この分野の知識を十分に得ていることが確

認できた。 

 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに 

十分な価値があるものと認めた。 
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